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自立活動と教科の関連や違いについて 

 第１０３号では「自立活動の指導について～各教科とどんな関係？」をテーマに述べまし

た。本号では、目標や指導内容を設定する手続きの違いや、関連付けについて具体例を挙げ

て考えてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各教科は、各教科のねらいを達成させるための指導であり、その達成のための手立てや配

慮点として自立活動の指導を生かすことが、「密接に関連する」ことになります。自立活動の

時間における指導での学びを各教科に生かすことが、各教科の主体的な学びにもつながりま

す。                            （文責：藤原恵理子） 

令和３年１月２２日 

第１１０号 

秋田県立秋田きらり支援学校 

地 域 支 援 部 

地域支援だより  

例：A さんの実態 

 

目標及び内容が学習指導要領に規定され

ています。知的障害を有する場合でも、目

標や内容が段階的に示されており、各教科

の指導は系統的に進められます。 

各教科の指導 
 

 障害による生活上・学習上の困難を主

体的に克服・改善するために、一人一人の

実態に応じて学ぶ項目を選択する、つまり

オーダーメイドの教育です。 

自立活動の指導 

【算数科のねらい】 

 三角形と四角形の違いが分かり、弁別

する。  

【困難さの背景】 

視覚的な情報を処理することが苦手

で、漢字や図形などを正しく書くことが

難しい、テストの解答を正しい解答欄に

書けない（ずれる）、などの困難さがある。 

【自立活動の中心的な課題】 

・学習する際に必要な目印や補助具の工

夫に気付いて、支援を依頼する。 

【自立活動の時間における指導では・・】 

・空間認知（形・色・位置などの捉え）を

高めるために、３～４色のブロックで

見本と同じ形を組み立てる。  

【自立活動の指導と関連付けると・・】 

・図形を構成する辺の数に着目できるよ

うに、一辺ずつ色（赤・青・黄など）を

変えて提示する。  

・頂点に着目できるように、各頂点に番号

やアルファベットを書く。  

こんな工夫をすれば自分で

できるんだ！ 
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 実践紹介⑦ 自立活動【中学部】知的代替の各教科を学習する学級  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

中学部３年１組では、自立活動の時間に、教師の援助や言葉に合わせて、思い通りに体を

動かしたり、姿勢を整えたりする学習を行っています。 

①  日常生活で動かしにくい部分に意識を向け、緩やかな動きで緊張を緩める。 

②  教師に触れられた部分の感覚を感じ取り、様々な部位に気持ちを向けて動かす。 

③  自分の体の状態を感じ取り、姿勢を整える。 

④  様々な場面で「（姿勢）曲がってる？」と周囲に確かめ、姿勢を意識する。 
目指しているのは、生徒がゆったりとした気持ちの中で、思い通りに体を動かし、学習に

向かう姿勢を整えていくことであり、言葉を交わしながら課題を進めます。腰や肩に触れ、

「ここを伸ばそう」「ゆっくり」「そう！その感じ！」と言葉を掛け、動きを調整しながら体

を使えるように学習を進めます。好きな音楽が生徒の学習への主体を育んでいます。 

右側に乗せている体重を左

側に移し、左右のバランスと

重心の移動を意識しながら、

姿勢を整えています。 

 流れる音楽とゆったりとし

た動きの感覚の重なりが、心と

体に広がりをもたらし、学習へ

の主体を引き出していきます。 

教頭  兜森 宏征    地域支援部任  大友 明希子 

住所：〒010-140９ 秋田市南ケ丘１丁目１番１号  

Ｅ-mail：kirarisien@akita-pref.ed.jp 

電話：018（889）8573   FAX：018（889）8575 

「きらり Net」は本校ホームページから閲覧することができます。

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/kirari/index.html 

 

スピーカー 

様々な姿勢の中で教師の援

助を受け止め、関わりを通し

て、相手との共感性が育まれ

ていきます。 

【成長や発達の基盤となる感覚運動機能】 
社会生活を行う力や教科学習をする力のベースにあ

る感覚運動機能。高松養護学校では、その獲得の道筋
を次の図のように説明しています。  

参考：「肢体不自由児の支援のヒント 支援教育だより Part４」 

香川県立高松養護学校 https://www.kagawa-edu.jp/takayo02/htdocs 

 

《豊かな学びに向かう体づくり》 
体を支える、構える、調整するなど、体の

様々な部分に意識を向けて姿勢を整える、

中学部自立活動の実践。体を思い通りに動

かすためには、自分の体の状態を知る固有

感覚や前庭感覚が大切となります。様々な

学びの基盤となる姿勢の安定。生徒は、関

節の動きと体に加わる力を意識しながら姿勢

を整えていきます。大切にしているのは、緩

やかな動きの中で生まれる様々な感覚とそこ

から生じる気持ちの変化。教師の関わりを受

けとめ、求められる動きの中で心と体に向き

合います。そこにあるのは体を動かすことへ

の苦手意識ではなく、「やってみたい」という

前向きな気持ち。思い通りに姿勢を整えられ

たという自信は、体の協調運動を促し、学び

に向かう力の基盤となる、支える、構える、調

整する力を育んでいきます。 
〈文責：二階堂 悟〉 

〈文責：田村祐貴子、二階堂悟〉 

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/kirari/index.html
https://www.kagawa-edu.jp/takayo02/htdocs

